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はじめに

１．収録問題と構成
過去に実施された日本自動車整備振興会連合会の登録試験を12回分収録してあります。

「ジャンル別」問題では，過去の試験問題を，①基礎工学，②動力伝達装置，③アクスル／サスペンション，④ステ

アリング装置，⑤ホイール及びタイヤ，⑥ホイール・アライメント，⑦ブレーキ装置，⑧フレーム＆ボデー，⑨電気装置，

⑩法令，に区分して配列してあります。また，各区分ごとに，さらに細かく項目を配列してあります。

出題時期は，各問題の最後に[ ]で表示しました。[30.10]であれば，平成30年10月の問題ということになります。

複数表示されている場合は，類似問題も含めて過去に複数回出題されていることを示します。

また，各問題には「� �」マークを付けました。これにチェックを入れることで，問題の習熟度を知ることができます。

教科書改訂又は法改正により設問自体が不適切となっている場合があります。このような場合は，編集部で設問の一

部あるいは全部を書き換え，適切なものとなるようにしています。設問の出題時期の後に［改］とあるものが該当します。

「模擬試験」では，試験問題をいったん別々にして，その後に再び実際の試験問題と同じ出題パターンに編集してあ

ります。従って，「ジャンル別」と「模擬試験」の両方を終えれば，合計12回分の問題に取り組んだことになります。

回 数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

実施年月 30.10 30.3 29.10 29.3 28.10 28.3 27.10 27.3 26.10 26.3 25.10 25.3

２．試験の出題形式及び合格基準について
出題形式は四肢択一式で，解答はマークシート方式です。試験時間は60分です。

試験問題は全部で30問出題されます。採点は１問１点で，合計30点満点です。合格基準は70％以上の成績といわれて

います。

３．正解について
試験を行う日整連は，問題の正解を公表しています。従って，公表されている正解をそのまま掲載しました。ただし，

設問の中には，編集部でも正解を迷うケースがあります。このような場合は，理論的な考え方のほかに，出題者側の出

題意図も十分に考慮して判断しました。設問が不適切であっても，出題者側には必ず「正解」が用意されているためです。

      









お求めは、自動車修理専門書TEBRA へ

http://tebra.jp/


